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「
愛
に
よ
っ
て
互
い
に
仕
え
な
さ
い
。」

　
　
　
　
　
　
（
ガ
ラ
テ
ヤ
の
信
徒
へ
の
手
紙
５
章
13
節
よ
り
）

　

も
し
宝
く
じ
で
１
億
円
当
た
っ
た
ら
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

ま
す
か
。
学
費
を
払
う
、
洋
服
を
買
う
、
旅
行
に
行
く
…
…
な
ど
を
挙

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
の
使
い
道

は
千
差
万
別
で
し
ょ
う
。
お
金
の
使
い
道
に
は
、
そ
の
人
の
生
き
方
や

価
値
観
が
表
れ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
手
紙
を
記
し
た
パ
ウ
ロ
と
い
う
キ
リ
ス
ト
者
は
、
こ
こ
で
神
様

か
ら
も
ら
っ
た
「
１
億
円
」
の
よ
り
良
い
使
い
道
に
つ
い
て
語
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
「
愛
に
よ
っ
て
互
い
に
仕
え
な
さ
い
」
で
す
。
こ
の
場

合
の
「
１
億
円
」
は
も
ち
ろ
ん
実
際
の
お
金
で
は
な
く
、皆
さ
ん
の
も
っ

て
い
る
「
命
」
で
あ
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
命
」
は
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
皆
さ
ん
は
ど
う
使

い
ま
す
か
。
学
費
を
払
う
た
め
に
バ
イ
ト
す
る
も
良
し
、
素
敵
な
洋
服

を
買
う
も
良
し
、
旅
行
に
行
っ
て
楽
し
む
も
良
し
で
す
。
た
だ
「
命
」

を
自
分
だ
け
の
た
め
に
用
い
る
の
み
の
人
生
は
少
し
寂
し
い
で
す
ね
。

聖
書
は
あ
な
た
の
「
命
」
が
最
も
輝
き
を
放
つ
の
は
「
愛
に
よ
っ
て
互

い
に
仕
え
る
」
用
い
方
に
あ
る
と
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

　
　
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
香
里
ヶ
丘
教
会
牧
師
・
渡
辺　

圭
一
郎
）

＊キリスト教文化センターの各種行事の詳細につきましてはホームページにてご案内しています。
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時間＆場所
今出川火曜チャペル・アワー
　毎火曜日17時30分から　　　　　 神学館礼拝堂
今出川水曜チャペル・アワー
　毎水曜日10時45分から　　　クラーク・チャペル
今出川金曜ランチタイム・チャペル・アワー
　毎金曜日12時35分から13時まで　 同志社礼拝堂

京田辺水曜チャペル・アワー
　毎水曜日10時45分から
　　　　　　　　　キリスト教文化センター集会室
　　　　　　　　　　　（知真館１号館111番教室）
京田辺金曜ランチタイム・チャペル・アワー
　毎金曜日12時35分から13時まで　
　　　　　　　　　キリスト教文化センター講座室
　　　　（夢告館西隣建物 キリスト教文化センター内）

今出川校地

京田辺校地
水曜チャペル・アワー

金曜ランチタイム・チャペル・アワー 金曜ランチタイム・チャペル・アワー

水曜チャペル・アワー

火曜チャペル・アワー
 1／20

 1／13
 1／6

12／23
12　／16

12／9
12／2

月
／
日

大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
専
門
学
校　

高
等
課
程
主
任

　

 　

池　

田　

聡　

美

音
楽
礼
拝
（
同
志
社
教
職
員
合
唱
団
）

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
洛
西
教
会
牧
師

　

 　

柳　

井　

一　

朗

京
都
み
ぎ
わ
キ
リ
ス
ト
教
会
前
牧
師

　

 　

原　

田　

博　

充

社
会
学
部
准
教
授 

　

 　
マ
ー
サ
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ー
ク

同
志
社
大
学
名
誉
教
授 

　

 　
シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
・
ク
ラ
ウ
ス

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
大
阪
教
区

核
問
題
特
別
委
員
会
委
員

　

 　

山　

崎　

知　

行

奨
　
励
　
者
　
　
　
　

 1／21
 1／14

 1／7
12／24

12　／17
12　／10

12／3
月
／
日

立
命
館
大
学
共
通
教
育
推
進
機
構
准
教
授

　

 　

山　

口　

洋　

典

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
浪
花
教
会
牧
師

　

 　

山　

口　
　
　

恒

グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
教
授 

　

 　

和　

泉　

真　

澄

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
礼
拝
※

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
石
橋
教
会
牧
師

　

 　

仲　

程　

愛　

美

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

京
都
丸
太
町
教
会
伝
道
師

　
 　

熊　

谷　

沙　

蘭

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
隠
退
牧
師

　

 　

大　

門　

義　

和

奨
　
励
　
者
　
　
　
　

 1／21
 1／14

 1／7
12／24

12　／17
12／10

12／3
月
／
日

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
奈
良
教
会
牧
師

　

 　

栗　

原　

宏　

介

理
工
学
部
教
授

　

 　

稲　

岡　

恭　

二

同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校 

音
楽
科
講
師

　

 　

三　

好　

三
恵
子

神
学
部
教
授

　

 　

関　

谷　

直　

人

同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
嘱
託
講
師

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
嘱
託
講
師

　

 　

金　
　
　

伽　

耶

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
奈
良
教
会
牧
師

　

 　

栗　

原　

宏　

介

六
甲
学
院
宗
教
科
非
常
勤
講
師

平
安
女
学
院
聖
書
科
非
常
勤
講
師

　

 　

垣　

内　

純　

子

奨
　
励
　
者
　
　
　
　

 1／23
 1／16

 1／9
12／26

12　／19
12／12

12／5
月
／
日

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
助
教

　

 　

三　

木　

メ　

イ

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
香
里
ヶ
丘
教
会
牧
師

　

 　

渡　

辺　

圭
一
郎

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
宇
治
教
会
副
牧
師

　

 　

大　

塚　

泰　

惠

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
長
岡
京
教
会
牧
師

　

 　

韓　
　
　

守　

信

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
大
和
郡
山
教
会
牧
師

　

 　

尾　

島　

信　

之

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
助
教

　

 　

三　

木　

メ　

イ

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
香
里
ヶ
丘
教
会
牧
師

　

 　

渡　

辺　

圭
一
郎

奨
　
励
　
者
　
　
　
　

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

 1／23
 1／16

 1／9
12／26

12／19
12／12

12／5
月
／
日

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
副
所
長

　

 　

越　

川　

弘　

英

神
学
部
助
教

　

 　

中　

野　

泰　

治

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
教
会
副
牧
師

　

 　

入　
　
　

順　

子

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
上
鳥
羽
教
会
牧
師

　

 　

月　

下　

星　

志

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
同
志
社
教
会
牧
師

　

 　

望　

月　

修　

治

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
副
所
長

　

 　

越　

川　

弘　

英

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

　

 　

石　

川　
　
　

立

奨
　
励
　
者
　
　
　
　

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ア
ド
ベ
ン
ト
讃
美
礼
拝

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

※12/24の京田辺校地のクリスマス礼拝は、 京田辺校地キリスト教文化センター内ラウンジ （夢告館西隣建物） で行います。
※12/24の今出川校地のクリスマス特別礼拝は同志社礼拝堂にて、 18時30分から開催いたします （同志社教会イブ礼拝との共催）。

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
※



エ
ッ
セ
イ

廣
田　

健

『
世
界
情
勢
と
身
近
な
こ
と
』

　

今
後
、
全
地
球
的
規
模
で
現
在
の
文
明
・
文
化
水
準
を
維
持
す

る
に
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
・
食
料
」
が
必
要
不
可
欠
な
モ
ノ
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
世
界
の
情
勢
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
台
風

30
号
に
よ
る
風
水
害
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
猛
暑
、
山
火

事
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
記
録
的
干
ば
つ
）
や
、
日
本
の
災
害
（
広
島

県
の
大
雨
に
よ
る
土
石
流
、
御
嶽
山
の
噴
火
）
等
を
見
る
に
つ
け
、

こ
れ
ら
以
外
に
も
、大
気
圏
（
気
候
）、水
圏
（
淡
水
・
海
水
・
海
流
）、

地
圏
（
火
山
・
地
震
）
等
へ
の
対
策
が
重
要
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。

大
気
圏
と
し
て
は
地
球
温
暖
化
の
気
候
変
動
、
水
圏
と
し
て
は
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
、
北
極
海
・
南
極
大
陸
で
の
氷
山
・
氷
床
の
融
解
、

地
圏
と
し
て
は
環
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
火
山
噴
火
や
地
震
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、地
圏
で
の
大
規
模
な
変
動
と
し
て
は
、今
後
、

南
北
磁
極
の
反
転
が
短
時
間
で
起
こ
る
と
い
う
（
地
球
古
地
磁
気

学
者
の
言
葉
）。
た
だ
し
、
こ
の
短
時
間
と
い
う
の
は
地
球
的
時
間

ス
ケ
ー
ル
（
約
46
億
年
）
に
対
す
る
短
時
間
の
約
１
万
年
の
間
で

生
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
20
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
も
３
年
前
の

東
日
本
大
震
災
も
、
地
球
の
時
間
軸
で
見
れ
ば
殆
ど
同
時
に
発
生

し
た
こ
と
に
な
る
。 

　

最
近
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
多
く
の
「
危

機
」
を
生
み
出
し
、
温
暖
化
対
策
に
消
極
的
で
あ
り
な
が
ら
、
世

界
のCO
2

排
出
量
の
約
４
割
を
占
め
る
米
国
や
中
国
を
し
て
「
大

量
破
壊
兵
器
」（
米
国
ケ
リ
ー
国
務
長
官
）
と
言
わ
し
め
る
と
こ

ろ
ま
で
き
て
い
る
。
因
み
に
日
本
は
第
５
位
のCO

2

排
出
国
で
あ

り
、CO

2

排
出
を
抑
制
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
が
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
、
水
と
食
料
不
足
か
ら
生
じ
る

飢
餓
や
、
そ
れ
ら
の
争
奪
戦
、
貧
し
い
衛
生
環
境
か
ら
起
き
る
エ

ボ
ラ
出
血
熱
の
よ
う
な
致
死
性
の
高
い
伝
染
病
等
が
世
界
各
地
で

頻
発
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　

振
り
返
っ
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
こ
れ
ら
の
危
機
に
対
す
る

対
策
と
し
て
は
、
大
学
で
の
自
分
に
か
か
わ
る
研
究
と
し
て
、「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
関
連
す
る
新
規
素
材
」、「
淡
水
の
飲
料
水
へ

の
適
用
化
関
連
素
材
」
の
開
発
等
で
あ
り
、
個
人
の
生
活
レ
ベ
ル

で
は
、
食
料
・
水
の
備
蓄
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
使
用
等
と
い

う
微
々
た
る
貢
献
し
か
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
、
16
年
間
の
民

間
企
業
で
の
製
品
開
発
か
ら
大
学
教
員
へ
の
転
職
時
に
、
同
僚
や

上
司
か
ら
「
企
業
で
の
開
発
に
成
功
し
た
『
材
料
』
は
、
高
々
10

年
か
長
く
て
20
年
の
寿
命
。
大
学
で
の
学
生
教
育
の
成
果
は
、
そ

れ
に
比
べ
て
20
年
や
30
年
後
に
現
れ
る
の
で
、
素
晴
ら
し
い
『
人

材
』
を
創
る
の
は
、
夢
が
あ
っ
て
楽
し
み
が
多
い
の
で
な
い
か
」

と
言
わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
、
今
後
の
学
生
の
皆
さ
ん
の
活
躍

を
期
待
す
る
こ
と
が
小
職
の
地
球
環
境
対
策
と
考
え
て
い
る
。

（
ひ
ろ
た
・
け
ん
＝
理
工
学
部
教
授
）



◆
新
島
の
精
神
を
体
感
で
き
た
こ
と
が
、
一
番
良
か
っ
た
。

入
学
直
後
や
授
業
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
教
や
新
島
・
同

志
社
に
つ
い
て
の
話
を
た
く
さ
ん
聞
い
た
が
、
今
回
の

キ
ャ
ン
プ
で
実
際
に
教
会
・
新
島
学
園
・
史
跡
を
巡
る

な
か
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
一
番
印
象
的
で
記
憶
に
残
っ

た
。

◆
か
な
り
慌
た
だ
し
い
旅
で
あ
っ
た
が
、
ど
こ
に
行
っ
て

も
印
象
に
残
る
中
身
の
濃
い
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
。
同
志

社
・
安
中
・
会
津
の
つ
な
が
り
の
深
さ
を
ほ
ん
の
少
し

だ
が
理
解
で
き
、
改
め
て
こ
の
大
学
の
学
生
で
良
か
っ

た
と
思
っ
た
。

◆
同
志
社
や
新
島
襄
の
精
神
が
現

在
で
も
広
く
伝
わ
り
続
け
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
た
。
も
っ
と

同
志
社
が
で
き
た
経
緯
、
新
島

襄
が
こ
の
学
校
を
建
て
た
と
き

の
想
い
を
理
解
し
、
胸
を
張
っ

て
自
分
の
学
校
を
自
慢
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
い
ろ
い
ろ
な

人
達
と
話
す
機
会
が
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
講
義
形
式
で
こ
れ

か
ら
の
人
生
の
た
め
に
な
る
内

容
が
聞
け
、
ま
た
、
自
分
一
人

で
は
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
な
所
を
見
学
す
る
こ
と
も
で

き
た
の
で
良
か
っ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、同
志
社
を
見
つ
め
、そ
し
て
自
ら
を
省
み
る
２
泊
３
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム「
安

中
・
会
津
キ
ャ
ン
プ 

〜D
oshisha Spirit T

our 

〜
」
を
２
０
１
４
年
９
月
10
日
か
ら
12
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
安
中
・
会
津
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
、
新
島
学
園
短
期
大
学
、
新
島
家
旧
宅
、

有
田
屋
、
安
中
教
会
、
山
本
覚
馬
・
八
重
生
家
跡
地
、
鶴
ヶ
城
、
会
津
若
松
教
会
と
い
っ
た
、
新
島
襄
・
八
重

ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
学
生
12
名
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
交
流
会
で
、
美
味
し
い

お
料
理
を
い
た
だ
き
な

が
ら
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

方
々
と
お
話
で
き
た
こ

と
が
と
て
も
印
象
に

残
っ
た
。
ま
た
、
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
が

も
と
も
と
好
き
だ
っ
た

の
で
、
新
島
学
園
の
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
。

◆
新
島
ゆ
か
り
の
地
を

訪
れ
、
知
識
や
教
養
を
深
め
て
、
同
志
社
を
よ
り
一
層

好
き
に
な
り
、
同
志
社
人
と
し
て
の
意
識
が
強
ま
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
も
み
ん
な
と
協
力
で
き
、
特
に

交
流
会
で
は
フ
ル
回
転
で
動
き
、
無
事
終
了
し
た
う
え

に
、
た
く
さ
ん
の
人
に
好
評
で
、
達
成
感
が
嬉
し
く
、

自
信
が
つ
い
た
。

◆
新
島
夫
妻
ゆ
か
り
の
地
を
、
写
真
等
で
見
る
だ
け
で
は

な
く
実
際
に
訪
れ
て
空
気
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
。

さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
そ
の
地
で
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
も
っ
て
生
き
て
い
た
こ
と
を
感
じ
、
と
て
も

感
慨
深
か
っ
た
。
そ
の
思
い
を
胸
に
、
決
意
を
も
っ
て

今
後
の
社
会
人
生
活
を
送
り
、
夢
に
向
か
っ
て
進
み
た

い
。

◆
自
分
の
大
学
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
、
と
い
う
理
由

で
参
加
し
た
が
、
今
な
ら
、
同
志
社
を
創
設
し
た
新
島

襄
が
ど
ん
な
人
物
か
話
せ
る

気
が
す
る
。
ま
た
、
言
葉
で

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ

ン
プ
終
了
後
の
自
分
が
ど
う

変
わ
る
か
で
も
、
同
志
社
の

学
生
と
し
て
の
誇
ら
し
い
姿

を
、
周
囲
に
広
げ
て
い
け
る

と
思
う
。

◆
交
流
会
が
特
に
良
か
っ
た
。
卒

業
後
長
い
時
を
経
て
も
、
変

わ
る
こ
と
な
く
同
志
社
を
大

切
に
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、

自
分
の
立
場
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
同

志
社
に
か
か
わ
っ
た
一
員
と
し
て
、
私
が
同
志
社
の
精

神
を
語
り
継
ぎ
た
い
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
の
参
加
者
と
交
流
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
新
島
襄
の
こ
と
は
随
分
分
か
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
、
細
か
い
こ

と
が
学
べ
て
良
か
っ
た
。
同
志
社
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
た
。

◆
新
島
襄
に
つ
い
て
、
本
当
に
以
前
よ
り
詳
し
く
な
れ
た

の
で
嬉
し
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
勉
強
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
会
津
若
松
で
解
散
し
た
後
、
い
ろ
い
ろ

な
所
に
行
け
る
点
も
面
白
い
。
学
生
企
画
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
と
て
も
緊
張
し
た
。

◆
物
理
的
な
距
離
が
あ
っ
て
も
、

同
志
社
・
新
島
襄
の
精
神
を
同

じ
く
共
有
す
る
人
た
ち
が
大
勢

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
良
か
っ

た
。
新
島
襄
と
い
う
人
物
を
通

す
こ
と
で
、「
同
志
社
」
と
い

う
学
校
と
し
て
の
つ
な
が
り
以

外
に
も
、
安
中
や
会
津
若
松
の

教
会
あ
る
い
は
新
島
学
園
と
の

関
連
性
も
見
い
だ
せ
る
こ
と
が

新
た
な
発
見
だ
っ
た
。

「
安
中
・
会
津
キ
ャ
ン
プ　
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〜
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